
日本における大地震の歴史
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時代 発生日・地震名・ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 被災状況 社会状況

明
治
時
代(

一
八
六
八
年
～
一
九
一
二
年)

◎明治とは

明治天皇の東京行幸

１８７２年３月１４日（明治５年２月６日）
島根県浜田市でＭ７．１の地震が発生

死者５５２人

「明治」の由来は、易経の「聖人南面
して天下を聴き、明に嚮（むか）ひて
治む」の明と治で「明治」となりました。
※聖人が帝位に就いて天下のことを

聴けば（政治を行えば）、世の中は
明るくよい方向に治まる意だそうです。

明治１３年２月２２日
横浜でＭ５．５～６の地震が発生した。

煙突多数倒壊

明治１４年１０月２５日
国後島（くなしり）でＭ７の地震が発生した。

詳細は不明

１８８５年から各地の気象台や
測候所に配備されたグレイ‐
ミルン地震計により観測所に
よる地震報告が開始された。

◎地震観測網整備

明治２２年７月２８日
熊本でＭ６．３の地震が発生した。

死者２０人

明治２４年１０月２８日
濃尾平野北西部でＭ８の地震が発生し
た。根尾谷断層の発生（濃尾地震）

最大震度７相当と推定される
死者・行方不明者７２７３人
全壊家屋は１４００００棟以上

根尾谷断層 壊れた名古屋城

根尾谷断層は、上下に
６ｍ、左横に４ｍ動いた。

◎将来の地震発生は
※温見断層（北西部）

平均活動間隔
２２００～２４００年

※根尾谷断層帯
平均活動間隔
２１００～３６００年

※梅原断層帯
平均活動間隔
１４０００～１５０００年

倒壊した家屋 倒壊した長良川鉄橋

※グレゴリオ暦が採用され、明治5年12月2日（旧暦）の翌日を明治6年1月1日（１８７３年１月１日）の新暦とした。
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時代 発生日・地震名・ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 被災状況 社会状況

明
治
時
代(

一
八
六
八
年
～
一
九
一
二
年)

◎明治三陸地震
過去の教訓が未来につながらない！

死者２人

明治２６年６月４日
色丹島沖でＭ７．７の地震が発生した。

津波あり

明治２７年３月２２日
根室半島沖でＭ７．９～８．２の地震発生

６月２０日に東京でM７の地震が発生
１０月２２日に山形県でM７の地震発生

死者１人

死者３１人
死者７２６人

明治２８年１月１８日
霞ヶ浦でＭ７．２の地震が発生した。

死者６人

明治２５年１２月９日
石川・富山県でＭ６．４の地震が発生した

明治２９年１月９日
茨城県沖でＭ７．３の地震が発生した。

６月１５日に三陸沖でＭ８．２～８．５
の地震が発生した。Ｍｗ８．５
(明治三陸地震）
６月１６日に三陸沖でＭ７．５の地震が
二回発生した。
８月３１日に秋田県と岩手県の県境で
Ｍ７．２の地震が発生した。

詳細不明

津波地震
死者・行方不明２万１９５９人

最大の余震

死者２０９人

明治３０年２月２０日
宮城県沖でＭ７．４の地震が発生した。

８月５日に三陸沖でＭ７．７の地震発生

地割れや液状化、家屋に被害

津波により浸水被害

家屋を破壊し人畜を流亡する

津波被害にあい、埋葬される母親を見送る子供や村人



日本における大地震の歴史

― ４１ ―

時代 発生日・地震名・ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 被災状況 社会状況

明
治
時
代(

一
八
六
八
年
～
一
九
一
二
年)

◎文明開化
※食事

詳細は不明

詳細は不明

明治３２年３月７日
紀伊大和でＭ７の地震が発生した。

１１月２５日に日向灘でM７．１の地震

死者７人

詳細は不明

明治３３年５月１２日
宮城県北部でＭ７の地震が発生した。

死傷者１７人

明治３１年４月２３日
宮城県沖でＭ７．２の地震が発生した。

９月１日に石垣島東方沖でＭ７の地震

明治３４年８月９日、１０日
青森県東方沖でＭ７．２とＭ７．４の地震

死者１８人

明治４２年３月１３日
千葉県房総沖でＭ７．５の地震が発生

８月１４日に姉川でＭ６．８の地震発生
８月２９日に沖縄県付近でＭ６．２地震
１１月１０日に宮崎県でＭ７．６地震

詳細は不明

死者４１人
死者２人
詳細は不明

明治３５年１月３０日
青森県でＭ７の地震が発生した。

死者１人

明治３８年６月２日
広島・愛媛県付近でＭ７．２の地震発生

７月７日に福島県沖でＭ７．１の地震

死者１１人

詳細は不明

明治４４年６月１５日
喜界島でＭ８の地震が発生した。

死者１２人

牛鍋 アンパン ビーフシチュー

アイスクリーム ビール カクテル

※鹿鳴館の女性の装い

※銀座通りの街並み
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時代 発生日・地震名・ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 被災状況 社会状況

大
正
時
代(

一
九
一
二
年
～
一
九
二
六
年)

大正２年２月２０日
北海道日高沖でＭ６．９の地震が発生

詳細は不明

大正３年１月１２日
桜島でＭ７．１の地震が発生した。

３月１５日に秋田県でＭ７．１の地震

死者２９人

死者９４人

大正４年１月６日
石垣島北西沖でＭ７．４の地震が発生

３月１８日北海道十勝沖でＭ７の地震
１１月１日宮城県沖でＭ７．５の地震

詳細は不明

死者２人
小津波

大正５年１１月２６日
赤石付近でＭ６．１の地震が発生した。

死者１人

大正６年５月１８日
静岡付近でＭ６の地震が発生した。

死者２人

大正７年９月８日
択捉島（えとろふ）沖でＭ８の地震が発生
した。Ｍｗ８．３

死者２４人

大正１０年１２月８日
千葉県・茨城県の県境でＭ７の地震発生

家屋倒壊

大正１１年４月２６日
東京湾浦賀水道でＭ６．８の地震が発生

１２月８日島原でＭ６．９の地震が発生

死者２人

詳細は不明

◎大正とは
「大正」の由来は、易経の「大亨以正、天
之道也」の大と正で「大正」となりました。
※天が民の言葉を嘉納（かのう）し、政が

正しく行われる意だそうです。
この時代にはさまざまな出来事が発生し
それらが日本の歴史を変えてきた重要な
出来事となっています。

◎大正ロマン
※画家

横山大観

竹久夢二
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時代 発生日・地震名・ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 被災状況 社会状況

大
正
時
代(

一
九
一
二
年
～
一
九
二
六
年)

大正１２年６月２日
茨城県沖でＭ７．１の地震が発生した。

７月１３日九州南東沖でＭ７．３の地震
が発生した。
９月１日関東でＭ７．９の地震が発生
した。Ｍｗ８．２（関東地震）

詳細は不明

詳細は不明

死者・行方不明者は日本災
害史上最悪１０万５３８５人
全壊・焼失家屋は約３７万戸

※大衆雑誌

※食べ物

ライスカレー オムレツライス キャラメル
※ポスター

サクラビール 森永の菓子 三越のお中元

◎関東地震（震源と震源域）

元禄関東地震の震源域●東京

☆大正関東地震の震源

大正関東地震の震源域（海溝型地震）

https://matome.naver.jp/odai/2146803655073388101/2146813626045071103
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時代 発生日・地震名・ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 被災状況 社会状況

大
正
時
代(

一
九
一
二
年
～
一
九
二
六
年)

◎関東地震（東京の火災地域） ◎関東地震（経済損失）
１９２３年９ 月１ 日午前１１ 時５８分大正関東地震が発
生した。地震による被害は１ 府９ 県におよび、死者は
１０万人をこえ、経済損失は約６０ 億円（当時のGDP ：
国内総生産に対して約４ 割）と、非常に大きな打撃を与
えた地震であった。関東大震災は日本経済に大きな打
撃を与え、昭和恐慌につながる日本経済の破局の先触
れとなった。

◎関東地震（津波の高さ分布）

火災地域

浅草区

深川区

日本橋区

神田区

◎関東地震（恐ろしいデマ）
関東地震により戒厳令がしかれるなか、朝鮮人暴動の
デマが流れ、住民が組織する自警団によって数千人の
朝鮮人、数百人の中国人が殺害された。
神奈川警察署鶴見分所長の任に就いていた大川は自
警団らの群衆から殺害されるおそれのあった朝鮮人・
中国人らおよそ３００名を守ったことで知られる

津波の高さ

５ｍ１９２３年
関東地震 元禄地震大島

下田

伊東

鎌倉

千葉

熱海

木更津

布良

九十九里

千倉

本所区

京橋区
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時代 発生日・地震名・ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 被災状況 社会状況

大
正
時
代(

一
九
一
二
年
～
一
九
二
六
年)

◎関東地震（船にて避難する人々）

◎関東地震（吉原公園） ◎大正デモクラシー
大正期に興った自由主義・民主主義的な風潮、および
その運動。世界的なデモクラシーの発展とロシア革命
を背景に、護憲運動や普通選挙運動をはじめとして、
労働運動・社会主義運動などが高揚した。

※大正デモクラシーをきらびやかにいろどった「モダン・
ガール」たち
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時代 発生日・地震名・ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 被災状況 社会状況

大
正
時
代(

一
九
一
二
年
～
一
九
二
六
年)

大正１２年９月２日
千葉県南東沖でＭｗ７．８の地震が発生

詳細は不明

大正１３年１月１５日
神奈川西部でＭ７．３の地震が発生した。

７月１日に北海道東方沖でＭ７．５地震
８月１５日に茨城県沖でＭ７．２の地震

１２月２７日に網走沖でＭ７の地震発生

死者１９人

詳細は不明
詳細は不明
詳細は不明

大正１４年５月２３日
兵庫県北部でＭ６．８の地震が発生した。

死者４２８人

大正１５年６月２９日
沖縄本島北西沖でＭ７の地震が発生

８月７日宮古島近海でＭ７の地震発生

詳細は不明

詳細は不明

◎大正時代の遊び

タイシャウ オモチャ ヅクシ

https://ameblo.jp/retro-illustration/image-11757060764-12822574330.html
https://ameblo.jp/retro-illustration/image-11974994869-13183379524.html
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時代 発生日・地震名・ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 被災状況 社会状況

昭
和
時
代(

一
九
二
六
年
～
一
九
八
九
年)

昭和２年３月７日
京都府丹後でＭ７．３の地震が発生した。

死者２９２５人

昭和３年５月２７日
岩手県沖でＭ７の地震が発生した。

詳細は不明

昭和５年１０月１７日
石川県大聖寺でＭ６．３の地震が発生

１１月２６日北伊豆でＭ７．３の地震

死者１人

死者２７２人

昭和６年２月２０日
日本海北部でＭ７．２の地震が発生した。

３月９日三陸沖でＭ７．２の地震発生
９月２１日西埼玉でＭ６．９の地震発生

１１月２日に日向灘でＭ７．１の地震

詳細は不明

詳細は不明
死者１６人
死者２人

昭和７年９月２３日
日本海北部でＭ７．１の地震が発生した。

詳細は不明

昭和８年３月３日
三陸沖でＭ８．１の地震が発生した。
Ｍｗ８．４（昭和三陸地震）

６月１９日宮城県沖でＭ７．１の地震
９月２１日能登半島でＭ６の地震発生

死者・行方不明者３０６４人
大津波が発生

詳細は不明
死傷者６０人

昭和９年２月２４日
硫黄島近海でＭ７．１の地震が発生した。

詳細は不明

◎昭和とは
「昭和」の由来は、四書五経の一つ書経
堯典（ぎょうてん）の「百姓昭明、協和萬
邦」（百姓（ひゃくせい）昭明にして、萬邦
（ばんぽう）を協和す）の昭と和で「昭和」
となりました。
※国民の平和および世界各国の共存

繁栄を願う意だそうです。

◎正月風景

女の子の羽子板つき 晴れ着姿の電話交換手

新年の記念写真 カルタとりの家族のだんらん
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時代 発生日・地震名・ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 被災状況 社会状況

昭
和
時
代(

一
九
二
六
年
～
一
九
八
九
年)

昭和１０年７月１１日
静岡でＭ６．４の地震が発生した。

１０月１８日三陸沖でＭ７．１の地震発生

死者９人

詳細は不明

昭和１１年２月２１日
河内大和でＭ６．４の地震が発生した。

１１月３日宮城県沖でＭ７．４の地震
１２月２７日新島近海でＭ６．３の地震

死者９人

詳細は不明
死者３人

昭和１２年２月２１日
択捉（えとろふ）島南東沖でＭ７．６の地
震が発生した。

７月２７日宮城県沖でＭ７．１の地震

詳細は不明

詳細は不明

昭和１３年５月２３日
茨城県沖でＭ７の地震が発生した。

５月２９日屈斜路湖でＭ６．１の地震
６月１０日宮古島北西沖でＭ７．２地震
１１月５日福島県東方沖でＭ７．５地震

詳細は不明

死者１人
詳細は不明
死者１人

昭和１４年３月２０日
日向灘でＭ６．５の地震が発生した。

５月１日男鹿半島でＭ６．８の地震発生

死者１人

死者２７人

◎正月風景

家族総出で餅つき

こま回し

獅子舞い

竹馬遊び

正月の芸妓

歌会始

昭和１５年８月２日
積丹半島沖でＭ７．５の地震が発生した。

死者１０人
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時代 発生日・地震名・ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 被災状況 社会状況

昭
和
時
代(

一
九
二
六
年
～
一
九
八
九
年)

昭和１６年７月１５日
長野でＭ６．１の地震が発生した。

１１月１９日に日向灘でＭ７．２の地震

死者５人

死者２人

昭和１８年６月１３日
青森県東方沖でＭ７．１の地震が発生

９月１０日鳥取でＭ７．２の地震が発生
１０月１３日長野県北部でＭ５．９の地震

詳細は不明

死者１０８３人
死者１人

昭和１９年１２月７日
三重県沖でＭ７．９の地震が発生した。
Ｍｗ８．２（昭和東南海地震）

死者・行方不明者１２２３人

昭和２０年１月１３日
三河地方でＭ６．８の地震が発生した。
（三河地震）

２月１０日青森県東方沖でＭ７．１地震

死者・行方不明２３０６人
津波あり

死者２人

昭和２１年１２月２１日
和歌山県沖でＭ８の地震が発生した。
Ｍｗ８．４（昭和南海地震）

同日の１９時１８分に択捉島南東沖で
Ｍ７．１の地震が発生した。

死者・行方不明１４４３人
房総から九州に津波

詳細は不明

◎昭和東南海地震（昭和１９年１２月７日）
当時、日本は太平洋戦争の最中で、軍需工場の被害状
況を軍部は情報統制し隠ぺいをした。被災地は救援活
動もなく、孤立無援となった。

◎三河地震（昭和２０年１月１３日）

◎昭和南海地震（昭和２１年１２月２１日）
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時代 発生日・地震名・ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 被災状況 社会状況

昭
和
時
代(

一
九
二
六
年
～
一
九
八
九
年)

昭和２２年４月１４日
択捉（えとろふ）でＭ７．１の地震が発生

９月２７日与那国島近海でＭ７．４地震

詳細は不明

死者５人

昭和２３年４月１８日
和歌山県南方沖でＭ７の地震が発生

６月１５日紀伊水道でＭ６．７の地震
６月２８日福井県でＭ７．１の地震が
発生した。 （福井地震）

詳細は不明

死者２人
死者・行方不明３７６９人
福井地震を機に気象庁が震
度７を制定

昭和２４年７月１２日
安芸（あき）灘でＭ６．２の地震が発生

１２月２６日栃木県北西部でＭ６．４
の地震が発生した。

死者２人

死者・行方不明１０人

昭和２５年２月２８日
宗谷東方沖でＭ７．５の地震が発生した。

詳細は不明

昭和２６年７月１２日
小笠原諸島西方沖でＭ７．２の地震発生

詳細は不明

◎ポスター
※戦争の時代

昭和２７年３月４日
十勝沖でＭ８．２の地震が発生した。

３月７日大聖寺でＭ６．５の地震が発生
７月１８日吉野でＭ６．７の地震が発生

死者・行方不明は３３人

死者７人
死者９人

※戦後の時代（ラジオが主流）

※戦後の時代（娯楽がテレビに乗り換え）

女子通信戦士募集

衣類の支援依頼

御国を守れ歯を護れ 一銭貯蓄呼掛け

体が小さいが大石 銭湯に客がおらず
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時代 発生日・地震名・ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 被災状況 社会状況

昭
和
時
代(

一
九
二
六
年
～
一
九
八
九
年)

昭和２８年１１月２６日
房総沖でＭ７．４の地震が発生した。

詳細は不明

昭和３０年７月２７日
徳島県南部でＭ６．４の地震が発生した。

死者１人

昭和３１年９月３０日
福島県白石でＭ６の地震が発生した。

死者１人

昭和３３年３月１１日
石垣島近海でＭ７．２の地震が発生した。

１１月７日択捉島沖でＭ８．１の地震

死者２人

詳細は不明

昭和３５年３月２１日
三陸沖でＭ７．２の地震が発生した。

５月２３日にチリ地震の津波が到来した。

詳細は不明

死者１４２人

◎地震観測の歴史

昭和３６年２月２７日
日向灘でＭ７の地震が発生した。

８月１２日釧路沖でＭ７．２の地震発生
８月１９日北美濃でＭ７の地震が発生

死者２人

詳細は不明
死者８人

昭和３７年４月２３日
北海道広尾沖でＭ７．１の地震が発生

４月３０日宮城県北部でＭ６．５の地震

詳細は不明

死者３人

明治８年イタリア製の地震
計を内務省地理寮構内（現
在の東京都赤坂区）に設置
して、６月１日から観測が開
始されました。

※全国的に地震の震度観測を開始
明治１７年１２月に「地震報告心得」を制定し全国的な
地震観測・調査が始まりました。

◎地震計の歴史
※パルミエリ地震計

明治８年我が国最初の地震観測機器

※簡単地震計

この地震計は平方向の動き
を一枚の板の上に記録する
ようにした器械で、明治１３年
前後に作成されました。
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時代 発生日・地震名・ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 被災状況 社会状況

昭
和
時
代(

一
九
二
六
年
～
一
九
八
九
年)

昭和３８年１０月１３日
択捉（えとろふ）島沖でＭ８．１の地震

詳細は不明

昭和３９年６月１６日
新潟県でＭ７．５の地震が発生した。

死者２６人

昭和４０年４月２０日
静岡県でＭ６．１の地震が発生した。

死者２人

昭和４１年３月１３日
与那国島近海でＭ７．３の地震が発生

死者２人

昭和４３年２月２１日
えびの高原付近でＭ６．１の地震が発生

４月１日 日向灘でＭ７．５の地震発生
５月１６日十勝沖でＭ７．９の地震発生
Ｍｗ８．３（十勝沖地震）
６月１２日三陸沖でＭ７．２の地震発生
１０月８日小笠原諸島西方沖でＭ７．３
の地震が発生した。

死者３人
死者１人
死者・行方不明５２

詳細は不明
詳細は不明

昭和４４年８月１２日
色丹島沖でＭ７．８の地震が発生した。

９月９日岐阜県中部でＭ６．６の地震

詳細は不明

死者１人

昭和４５年５月２７日
小笠原諸島西方沖でＭ７．１の地震発生

詳細は不明

※強震計

この装置は、強い地震動を
記録するために昭和１１年
頃に作成された強震計で中
央気象台式です。

※電磁地震計観測装置の記録装置

観測開始以来、震度
観測は体感で行って
きましたが、気象庁は
平成３年に世界に先
駆けて震度計を開発
しました。平成８年か
らは、震度観測は全
面的に震度計で行う
こととした。

昭和３９年頃、電磁式地震
計は、磁石を利用した地震
計で、その計測データーを
各ドラムに記憶する装置で
す。

※震度計

震度計

地震を感知し、それを電気信号に変換する

計測部

計測部から送られた信号から震度を計算

処理部
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時代 発生日・地震名・ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 被災状況 社会状況

昭
和
時
代(

一
九
二
六
年
～
一
九
八
九
年)

昭和４６年８月２日
十勝沖でＭ７の地震が発生した。

詳細は不明

昭和４７年２月２９日
八丈島東方沖でＭ７の地震が発生した。

１２月４日八丈島東方沖でＭ７．２地震

詳細は不明

詳細は不明

昭和４８年６月１７日
根室半島沖でＭ７．４の地震が発生した。

６月２４日根室半島沖でＭ７．１地震

昭和４９年５月９日
伊豆半島沖でＭ６．９の地震が発生した。

１１月３０日鳥島近海でＭ７．３の地震

死者３０人

詳細は不明

昭和５０年６月１０日
北海道東方沖でＭ７の地震が発生した。

６月２９日日本海西部でＭ７．３の地震

詳細は不明

詳細は不明

昭和５３年１月１４日
から１２月にかけてＭ７以上の地震が６
件も発生した。

死者は５３人

◎基盤的地震観測網
日本全域にはりめぐらされた３種類の地震計で、人体
に感じない微弱な振動から大きな被害を及ぼす強震
動に至るさまざまな「揺れ」を正確に観測しています。

詳細は不明

詳細は不明

昭和５５年６月２５日
伊豆半島沖でＭ６．７の地震が発生した。

９月２５日千葉県北西部でＭ６の地震

詳細は不明

死者２人

昭和５６年１月１９日
三陸沖でＭ７の地震が発生した。

詳細は不明

K-NET観測施設 K-NET強震計

Hi-net観測施設

※高感度地震観測網（微弱な地震用）

観測井戸の掘削風景

※強震観測網（強い地震動用）

※広帯域地震観測網（地球の裏側の揺れもとらえる）

F-net観測施設外 F-net広帯域地震計
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時代 発生日・地震名・ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 被災状況 社会状況

昭
和
時
代(

一
九
二
六
年
～
一
九
八
九
年)

昭和５７年３月２１日
北海道浦河沖でＭ７．１の地震が発生

７月２３日茨城県沖でＭ７の地震発生

詳細は不明

詳細は不明

昭和５８年５月２６日
日本海中部でＭ７．７の地震が発生した。

６月２１日青森県西方沖でＭ７．１地震
８月８日山梨県東部でＭ６の地震発生

昭和５９年１月１日
から９月にかけてＭ６以上の地震が全国
で４件も発生した。

死者・行方不明者は２９人

昭和６２年３月１８日
日向灘でＭ６．６の地震が発生した。

５月７日に日本海北部でＭ７の地震が
発生した。
１２月１７日千葉県東方沖でＭ６．７の
地震が発生した。

死者１人

詳細は不明

詳細は不明

死者１０４人

詳細は不明
死者１人

◎戦後の日本の歩み

※日本国憲法の公布 ※テレビ放送開始

※東京オリンピック ※大阪万博

※ご成婚パレード ※石油危機
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時代 発生日・地震名・ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 被災状況 社会状況

平
成
時
代(

一
九
八
九
年
～
二
〇
一
九
年)

平成元年１１月２日
三陸沖でＭ７．１の地震が発生した。

詳細は不明

平成５年１月１５日
釧路沖でＭ７．５の地震が発生した。

７月１２日北海道南西沖でＭ７．８地震
１０月１２日東海道沖でＭ６．９の地震

死者２人

死者・行方不明２３０人
死者１人

◎平成とは

平成６年７月２２日
から１２月にかけてＭ７以上の地震が全
国で４件も発生した。

平成７年１月１７日（他に２件発生）
兵庫県南部でＭ７．３の地震が発生した。
（兵庫県南部地震）

死者・行方不明１４人

死者・行方不明６４３７人

平成９年５月１３日
鹿児島県北西部でＭ６．４の地震が発生

詳細は不明

平成１０年５月４日
から９月にかけてＭ６以上の地震が全国
で３件も発生した。

詳細は不明

平成１２年１月２８日
から１０月にかけてＭ６以上の地震が全
国で９件も発生した。

死者１人

平成１３年３月２４日
広島県でＭ６．７の地震が発生した。

１２月１８日与那国島でＭ７．３の地震

死者２人

「平成」の由来は、『史記』五帝本
紀の「内平外成（内平かにして外
成る）」『書経(偽古文尚書)』大禹謨
の「地平天成（地平かに天成る）」
の平と成で「平成」となりました。
※「国の内外、天地とも平和が達
成される」という意味だそうです。

◎兵庫県南部地震（阪神・淡路大震災）

◎何を学ぶか

阪神・淡路大震災から



自力で脱出
３４．９％

友人・隣人
２８．１％

日本における大地震の歴史
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時代 発生日・地震名・ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 被災状況 社会状況

平
成
時
代(

一
九
八
九
年
～
二
〇
一
九
年)

平成１４年３月２６日
石垣島近海でＭ７の地震が発生した。

詳細は不明

死者・行方不明２人

◎阪神・淡路大震災の状況

平成１６年９月５日
から１２月にかけてＭ６以上の地震が全
国で８件も発生した。

死者６８人

死者１人

平成１９年３月２５日
能登半島でＭ６．９の地震が発生した。

７月１６日新潟県中越沖でＭ６．８地震

死者１人

死者１５人

平成２０年５月８日
から９月にかけてＭ６以上の地震が全国
で４件も発生した。

死者２４人

平成１５年５月２６日
から９月にかけてＭ６以上の地震が全国
で５件も発生した。

詳細は不明

死者１人

平成２１年８月９日
東海道南方沖でＭ６．８の地震が発生

８月１１日駿河湾でＭ６．５地震発生

詳細は不明

平成１７年３月２０日
から１１月にかけてＭ７以上の地震が全
国で３件も発生した。

平成２２年２月２７日
から１２月にかけてＭ７以上の地震が全
国で３件も発生した。

※倒壊からの人命救助

家族
３１．９％

救助隊１．７％ ●多くの家が一瞬にして倒壊し
１５万人が生き埋めになった。

●自力で脱出したり、家族、友
人隣人等によって救助された
割合は約９割を超えている調
査もある。

※被害状況

死者数

負傷者数

住宅被害（全壊）

焼損棟数（全焼）

６，４３４人

４３，７９２人

１０４，９０６棟

５３４，７８０棟

７，０３６棟

５３８棟

住宅被害（半壊）

焼損棟数（半焼）

※ライフラインの被害・復旧状況

※震災時に生活で一番困ったことはなんですか

電気 ガス 水道 下水道 電話

停電
２６０万戸

復旧６日 復旧８４日 復旧９０日 復旧９３日 復旧１４日

供給停止
８６万戸

断水
５０万戸

被災施設
１６４Ｋｍ

故障
１０万回線

水８１％ガス
３３％

電気 ６％

食べ物１０％ ●震災直後の初期段階で混乱を
招いた最大の原因は、どの市
にも備蓄がなく、個人レベルで
も備蓄がなかったことである。

●食料と水の備蓄がいかに大切
であるかを教えられた。



５６２８人
５３２０人

４０６１人
３６４６人

２５６９人
２２３４人
２０４５人

３１９人
１２５人
１２５人

食料の調達

断水
停電

交通機関のマヒ
寒さ対策
災害情報の入手
ガスが止まった
家族の安否確認
特になし
逃げられなかった

６１４８人

日本における大地震の歴史
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時代 発生日・地震名・ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 被災状況 社会状況

平
成
時
代(

一
九
八
九
年
～
二
〇
一
九
年)

◎東日本大震災の状況
※困った事、あるいは、現在も困っている事は？

死者・行方不明者２万２千人平成２３年３月１１日（他に１１件発生）
東北地方太平洋沖でＭ８．４の地震が発
生した。（東北地方太平洋沖地震）
Ｍｗ９～９．１

◎古文書が語る、「先人の教え」

「此処（ここ）より下に
家を建てるな」と記され
た石碑（岩手県宮古市）

火災

※奇跡の集落 吉浜

奇跡の集落 吉浜
津
波
記
憶
石
碑
文

一

奇
跡
の
集
落

き

絆
を
大
切
に

希
望
を
持
っ
て
生
き
る

せ

先
人
の
教
え
を
守
り

生
か
さ
れ
た
命

き

き
っ
と

ま
た
来
る

大
津
波

の

の
ぼ
れ

山
へ

高
台
へ

し
ゅ

集
落
み
ん
な
の
命
守
る
た
め

う

美
し
い
海

青
い
空

私
の
故
郷

ら

ら
せ
ん
階
段
の
よ
う
に

み
ん
な
で
語
り
伝
え

く

暮
ら
し
て
ゆ
こ
う

奇
跡
の
集
落

吉
浜
の
里
で

二

吉
浜
に
生
き
る

よ

世
の
中
す
べ
て
の
人
に
伝
え
た
い

し

将
来
必
ず
大
地
震
の
後
に
大
津
波
が
来
る

は

走
れ

高
台
に

ま

間
に
合
う
す
ぐ
に
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日本における大地震の歴史

― ５８ ―

時代 発生日・地震名・ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 被災状況 社会状況

平
成
時
代(

一
九
八
九
年
～
二
〇
一
九
年)

死者３人 ◎日本の現状（高齢化と生き甲斐）

平成２５年２月２日
から１０月にかけてＭ６以上の地震が全
国で３件も発生した。

詳細は不明

詳細は不明平成２６年７月１２日
福島県沖でＭ７の地震が発生した。

１１月２２日長野県北部でＭ６．７地震

平成２７年５月３０日
小笠原諸島西方沖でＭ８．１地震発生

１１月１４日薩摩半島沖でＭ７．１地震

詳細は不明

平成２４年１月１日
から１２月にかけてＭ６以上の地震が全
国で４件も発生した。

死者２５８人平成２８年４月１４日（他に５件）
熊本でＭ６．５とＭ７．３の地震が発生
（熊本地震）

死者５人

死者４１人

平成３０年６月１８日
大阪府北部でＭ６．１の地震が発生した。

９月６日北海道胆振（いぶり）でM６．７
の地震が発生した。

※人口比率

※高齢者の生きがいを求め

人口の年齢構成を比較

６５ 歳～
１７．４％

６５ 歳～
３５．７％

１５ 歳～６５歳
６８．１％

１５ 歳～６５歳
５３．６％

～ １４ 歳
１４．６％ ～ １４ 歳

１０．８％

ボランティア活動への参加理由
自分自身の生きがいのため

いろいろな人と交流できるため
知識や経験を生かす機会が欲しかった

社会やお世話になったことに対する
恩返しをしたかったため

社会との関わりを持っていたいため
心身の健康のため

困っている人を助けたいため
時間に余裕があるから

知り合いに誘われたから

楽しいことをしたかったから
報酬を得たいから

特に理由はないがなんとなく始めていた
その他

無回答

現在の社会状況から
企業で働くことが難しいため

６７．７
５８．３

４２．６

４１．４

３８．０

３６．７

２５．３

２０．１

１８．４

１７．９

１２．９

１２００（万人） １０００（万人）

２０００年１億２６９３万人 ２０５０年１億５９万人



わかった事

日本列島は「地震」から逃れられない

平時から災害に備えようとする意識を持ち

自分の命と家族の命を大切に！

おわり
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